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浦島子伝説と二酸化炭素

～領家帯の花商岩類から産する炭酸ガス～

福田理(燃料部)･永田松三(技術部)

佳�畆�����乁��

1.浦島子伝説

浦島子伝説というと首をかしげられる読者も少くな

いと思うが要するに浦島太郎の音語のことである.

しかし標題に“浦島子"としたのは初期の伝説にお

いては主人公の名前はほぼ一貫して浦島子と表記さ

れておりおそらく本伝説の成立期のものと思われるも

のの中に“浦島子伝"を名のる書カミみられる(重松明久

1981)からである.浦島関係の語伝記を集め校訂･

注釈をした重松の著者も“浦島子伝"(現代思潮杜古典

文庫の1冊)と題されている.

重松の浦島子伝に集録されている浦島子伝説は次の

7つである.
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浦嶋子(丹後国風土記)

水江浦嶋子(万葉集)

浦島子伝(古事談)

浦島子伝(群書類従巻135)

続浦島子伝記(群書類従巻135)

浦嶋太郎(南英文庫旧蔵写本)

浦鴬太郎(国立国会図書館蔵)

2.浦島予伝説の変遷

たにはのみちのLりく}このふどき

丹後国風土記は和銅6年(713)より霊亀元年(715)

までの3年間における撰進と想定されている(重松1981).

よさこほりひおきのさと

この浦島子伝の舞台は興謝の郡目置里筒川の村で主

Lまはっせ

人公の名は筒川の喚予である.それによれば長谷の朝

ああのLたすめらみこと

倉の宮に御宇しるしめしし天皇(雄略天皇)の御代喚

子は海に釣に出たが3目3夜を経て1匹の魚も釣れず

うるは

五色の亀を得船の中に置いて寝たところ亀は美麗し

をとめとこよのくにゆ

い婦人となり誘われるままに相携えて蓬山に赴き

ひめみとまく■はひ

そこで亀比売と名告るこの婦人と夫婦の理をしたという.

みとせすぎたまくLげ

三歳を蓬て玉屋をもらって帰郷してからのことはよ

く知られた唱歌(幼年唱歌初の中明治33年9月石原和三

おとぎぱなしみずのえ

郎作詞)や地口噺と大同小異で.ある.なお水江の浦喚子

の名はここで初めて出てくる.筒川村は今日の京都府

与謝郡伊根町に属し宮津湾北部の海岸部にあり新井

崎より経岬までの約12kmの間が筒川浦と呼ばれた.

･阿部喜久男(技術部)
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しまおさLまぬL

重松(1981)によれば喫子は島長とか島主という意味で

水江の浦嘆子はr水江の浦の嘆子｣と呼ぶのが妥当かも

知れないという･著者等もこれに賛意を表したい.

また水江については普通名詞説と特定名詞説とがあ

り後者とした場合には与謝半島の西北部にある竹野

郡網野町の海浜地帯を指すという.したがって特定

名詞説をとると嘆子は筒川と網野の両地を来往してい

た人らしいということになる.
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有名な万葉集のr水の江の浦の嶋子を詠む一首｣では

すみの克

舞台は墨吉となっているカミそれには上々述べた網野町

の北の海浜一帯とする説と摂津の住吉とする説とがあ

る･重松(1981)は摂津住吉説をとっている.この点

を除げば本音の内容は風土記のものとほとんど同じで

あるが玉慶を開けた後急に老化しついには死んだ

ことになっている.なお重松(1981)は水江浦嶋子を

r水江の浦島の子｣と訓じている.

古事談の浦島子伝の内容も上に紹介した2つとよく

似ているカミ浦島子が釣に出て亀を曳き得たのが雄略

天皇廿二年に特定されておりまた文中に〔淳穐天皇御

きのとみ

宇天長二年(825)乙巳丹後国会佐郡人水江浦島子

ふねくに

此の年松船に乗り故郷に到りき〕という引用文が掃

くしげ

入されている｡結末は紫雲厘より出で起ち上りて

をは

西を指して飛び去り下りぬとなっている.

群書類従収の浦島子伝の冒頭にr雄略天皇廿二年に

くLき

当り丹後国水江浦嶋子独り船に乗り霊亀を釣りき.

LぱしぱLきり

島子展浪の上に浮び頻に船の中に眠りき.その間に

ひじりをと笛た

霊亀変りて仙女と為りき｣とありまた末尾はr堪

くLげひら

えざるに至り王座を抜き底を見るに紫煙天に昇り

たるひものたち圭ちがふ牲

其の.賜なし.島子忽然天山の雪を頂き合浦の霜を

乗せき｣となっている.中間の部分はすでに紹介

した3つの浦島子伝と大同小異である.なお元禄戊

寅(1697)三月某目付の錦里木貞幹(木下順庵)識とある

政によればこの浦島子伝の作者は不詳であるが萬葉

の歌詞が本とたっているということである.

みづのえたつ

次の続浦島子伝記にr承年二年(932)壬辰四月廿�
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図1

滴1鳴太郎のさし絵その1

(霞享文庫蔵板本)

(重松明久1981)

図2

浦嶋太郎のさし絵その2(霞

亭文庫蔵板本)

(重松明久1981)
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きのえいぬか;ギゆつかきのLる

二目甲戌､勘解由の曹局に於て之を記せり.坂上

のいえのならくのみ

家高明耳｣という序がついているが坂上家高明

についてはよくわからないが坂上氏は後漢の献帝の後

奮としわれ一族のなかには丹波に住み坂上姓を称し

たものもある(重松1981)という.

いづこ1寸だかみつよひ1二り

浦嶋子は何許の人たるを知らず蓋し上古の仙人な

いさり

り.中略.独り釣魚舟に乗り常に澄江浦に遊びき.

ここいさりくLきかお

中略･是に於いて釣魚し処露亀を曳き得たり.この

冒頭の部分に霊亀が美女に変るくだりカミ続き以下

くしげ

玉屋を開くところまではすでに紹介した語伝記と大同

た排せ

小異であるが神女との約を違えたために再び食ふ期

ひじりのほらかんぼLきかたらひいはかは

を失った島子はr遠く仙洞の芳談を顧み巌河

かくれLづおふ

に飛遊びて海浦に隠論みき･遂に終る所を知らず.

のムのよくにりひじりなづ

後代地仙と号くるなり｣という結びになっている.

かのえたつはつき?いたち

さらにその後に延喜二十年(920)庚辰八月朔目に作

られたという続浦島子伝記と名づけられた七言二十二韻

ぶみうたひめ

の篇浦島子の詠十首および亀媛の詠四首が添えられて

ぱつきのえうま

いる.狂お政にはr永仁二年(1294)甲午八月廿四�
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目丹州筒河庄福田村宝蓮寺如法道場に於て芳命に背

き難きに依り筆跡の狼籍を顧みず紫毫を馳せ了ん

ぬ｣とある.本伝記も漢文で記されているが書き

出しカミr苦々あるところに｣に近いものになっている

ことは注目されてよかろう.

後書きから天保九(1838)卯月中の三目に書写された

ことが知られる浦嶋太郎に至ってようやくうらしま太

郎の名カミ出てくるしまた仮名交り文絵入りの親しみ易

いものと在る(図12).話の筋は以上に紹介したも

のに変ら狂いカミ太郎カミ舟で寝ている間に亀が美女に

変った話に代ってうつくしい女が只ひとり舟にのって

迎えに来たことになっている.また浦嶋太郎はたん

この国よさのこほりの浦鴬のせうしの子というように

その素性が初めて語られている.せうしは荘司で荘

園の領主から任命されて年貢の徴収や治安維持等に当

る役人のことであろう.rたつのみやこ｣ということ

で竜宮城も初めて出てくるが海上をへて舟をこいで行

きついたとあるからrたつのみやこ｣の所在は海底で

はなく島のようたところということに衣る.玉手箱

の名も初めて出てくるが開けた後にr浦鴬は露とた

りほうらいにあそひけれは亀はかうに三きよくをそた

へともによろつよをふるといへり.申賂.其後だん

この国〔に〕みつゑのせうに〔浦鴬〕大明神とあらはれ

しゅじやうさいどの神と成給ふ亀もむなしくげんしつ

つふうふのめう神といはれて今は絶せぬ御ちかひ有

がたかりけるしたrひ｣なり.音か今にいたるまで

此明神にいもせの事をちかひけるにかなはずといふ

事なし･さるによってこのそうしを一たひよめはゑ

んなき人はえんをむすひえんある人はちなみふかく

めてたかりけるためし也｣というくだりがつけ加えら

れている.

七番目の浦鴬太郎の物語も上の話とほとんど同じで

あるカミこれには｢たつのみやこ｣の名は出てこない.

しかし女房のすみかの描写は｢しろかねのついぢを

つきてこがねのいらかを在らへ門をたて｣とあり両

者ともまことによく似ている.

3一うらしまたろう

著者等が幼年時に聞き覚えた浦島太郎の話しは明治

33年(1900)9月に出版された幼年口昌歌(初の中)の申の

｢うらしまたろう｣である.いわゆる口昌歌になじみの

薄い読者のためにこれを岩波文庫本(堀内敬三･井上武

士1958)から再録しておこう(図3).作詞者の石原和
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石原和三郎作詞
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図3幼年唱歌rうらしま太郎｣

(堀内敬三･井上武士1958)

三郎(1865～1922)は群馬県の大田村虎蔵納所弁次郎

等とともに言文一致唱歌の運動を推進しキンタロウ

モモクロウさるかにおつきさま等よく知られた多

くの傑作歌詞を残した｡彼のrうらしまたろう｣では

もちろん海の底の竜宮城となっておりまた亀とて姫様

とは別人と放っている.浦島太郎の話しがいつ頃から

このように変ったのかまた石原独自の創作なのか著

者等は確認に足りるだけの資料を持っていない.

4.寝覚の床の浦島伝説

ところで海から遠く離れた木曽路の寝覚の床(図4

写真1)に古くから浦島伝説が語り継がれていたこと

は次の古歌によって知られる.�
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写真1寝.覚の床

写真右手の巨大な岩が寝覚の床岩で松林の奥に

浦島堂がある.

目寝覚の床に出かけて好きな釣りを楽しんでいた.

ある目星の翁に音の想い出話をして話のついでに

忘れていた玉手箱をとりだして開いてみせた.すると

中から紫の煙が立ち昇って太郎の顔にふれるとたち

まち顔色が劣えて三百才の翁になってしまった.

それを見ていた人々も共に驚いて近くの池の水に姿

を写してみた.太郎の驚きはいかぱかりか1それ以

後この池を姿見の池と呼ぶようになった.

翁はその後人々に霊薬を授けていたが天慶年間

(938～946)にどこへともなく立去ってしまった.

里人が翁の立去った跡へ行って見ると弁才天の像一

い

圏圃1國

べ小附

㌢…ガ

小

学舳叩･

校(誓局留氏宅付近)匝璽⇔

童/写表約晶

図6尾張藩直属上松材木役所(御陣屋)略図

図5明治9年(1876)に描かれた寝覚の床風景

右手の臨川寺境内に弁才天堂が見える,

体が床岩の上に残されていた.これを祠に祀って寺を

建立したのが現在の臨川寺だという｣

臨川寺(図45)は寝覚の床のかたわらにあり山号

も寝覚山という･臨済宗妙心寺派の寺で開山は甲斐

国恵林寺の快川国師の法系鉄船禅師で創建は木曽谷が

尾張領となった頃といわれている.徳川義直(家康の

第9子)が将軍秀忠より尾張一円を賜った年が慶長13年

(1608)であるからその頃の創建であろう､古くより

人々の往来が多く参勤交代の大名の休息･宿泊等も行

われ明治13年(1880)には明治天皇の御心休所にもな

った･境内には芭蕉･也有･子規の句碑がある.ま

た姿見の池といわれるものも境内にあり綾小路宰相

の歌碑もこの池のまわりの6基の歌碑の1つであるとい

う.しかしこの池は寺に伝わるという太郎の釣竿と

ともに江戸時代のある住職のアイディアによるものであ

ろう.

あげ

中央本線上松駅の東南約600m尾張藩上松材木役所

跡(図6)の東側の旧道すなわちかつての中山道付近一

帯は見帰りと呼ばれている.その語源については次

のような話が伝わっているという.寛正のころ(1460

年代)武蔵の国河越の人に河越三喜という医者がい

た.彼は明国に渡り医術を学んで帰朝し京都にい

たが晩年木曽のこの地に住み余生を楽んでいた.

ある時は寝覚の床に釣糸をたれある時は山に遊び薬

草を採り悠々自適の生活をしていた.彼は三度この土

地を離れたが自然の環境のよい住み易いこの土地が忘

れられず三度とも帰ってきたという.それからこの

地か三帰りの里と呼ばれるようになりそれが現在の見

帰りになったという.r木曽｣によれば年代的にや

や合致しないところはあるが河越三喜は実在の人物で�
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ありまた寝覚の床の浦島伝説の発生もここからではあ

るまいかという｡

5.史跡名勝天然記念物｢寝覚の床｣

木曽谷を訪れたことのある地学関係者には改めて説

明するまでも広いことであるが順序としてまず一通り

寝覚の床の説明をしておこう.

寝覚の床は大正12年(1923)3月7目当時の内務

省によって史跡名勝天然記念物に指定された.上松

花開岩(領家研究グルｰプ1972ゾ)岩盤を木曽川の激流

が長い間に水蝕してできたところである.また花南

岩の方状節理と随所で見られる甑穴(poth･1･)は日本

でも代表的なものといわれている.それぞれの石には

その形にたぞらえた名前がつけられていて浦島堂のか

たわらの平らな石が床岩その奥にあるのカミ獅子岩向

う側の睡瓦穴のある岩カミ大釜小釜流に沿う壁のような

岩カミ屏風岩その他鳥帽子岩象岩腰掛岩(図5)等と

呼ばれる君もある｡現在の寝覚の床は上流の水の多

くが発電所に取り入れられているため水最が少くかつ

ての豪壮さが失われている.

ところで注意していただきたいのは水のたまった

節理である.水の底から大小の泡が立ち昇っているの

を見つけるのはそれほど難しいことではあるまい.

この泡はCO･(二酸化炭素すなわち炭酸ガス)を主成分

(88.3v.1.%)とする天然ガスである一割成分のN｡お

よび02がそれぞれ8.43および3.32voL%というこの

ガスの組成については主成分のCO｡の起原とともに

多くの問題があるがこの地の浦島伝説とのかかわりに

ついては主成分がCO｡であるということだけで十分

である.この点を理解していただくためにはCO｡と

気体代謝す在わち呼吸(｡eSpiratiOn)との関係から

説明しておく必要カミありそうである.

6.気体代謝

動物の生活に必要なエネルギｰを得るために細胞内

で行われる栄養素の分解は主として酸化現象でその

際には必要なO･を外から細胞に与え反応生成物であ

るC0｡をとり除かなければならない.このような気体

代謝は薄い膜の両側における分圧差による拡散によっ

てO｡およびCO｡がそれぞれ反対方向に移動することに

よって行われる･外界からのO･の摂取細胞への運

搬および細胞内部での酸化までカミ狭義の呼吸である

カミO｡摂取の機構とCO｡の受渡しとは通常密接に関連

しているので一般に呼吸といえばCO｡の排出までを含

む.脊椎動物では呼吸運動は延髄の呼吸中枢が血液

中のCO･工による酸性度で興奮することによって反射的

に調節される.

空気や水のよう汰呼吸媒質から拡散で体内に移行した

O･は血液のような体液を介して体各部の細胞に運ばれ

る.そしてO･運搬のための呼吸色素をもった体液

す衣わち血液が呼吸1性措管と密接な関係を持つ場合が多

い.呼吸性色素はαと可逆的に結合して単にO｡が

分圧で体液に溶解するよりも多くヴ)o蟹を運ぶことカミで

きる.高等動物の呼吸性色素が血色素すなわちヘモ

グロビン(haemog1obin)で通常Hbで表わされる.

ヘモグロビンの可逆的な酸素結合反応はHb+O｡ヰHbO｡

すたわちHb分子中の一原子のFeが0･一分子と結合

すると考えられている.O｡を放出する場合はHb0｡

一〇･→宜bである.肺では酸素は13%で100mmHgの

分圧をもち95%までHbO･になっている.ところカミ

組織では酸素は5%で40mmHgの分圧どたりHbO｡は

50%に減少している.酸素の飽和度はその張力のほか

にCO･の張力にも関係し後者の張力が大きくpHが

小さいほど飽和度を減ずる｡姉より組織の方がCO｡に

富むため過飽和となった酸素が放出されるのである.

組織で代謝の終産物として生じたCO･は拡散によっ

て血液に移行する･脊椎動物では一部は溶解ガスや遊

離ガスとして存在するか大部分は血漿中のヒドロ炭酸

塩および赤血球中のヘモグロビンのカリウム塩と作用す

るためpHはほとんど変らない.肺ではCO･の分圧

差とHbがHbO｡に変ってより強い酸として働くため

CO｡カミ道い出される.以上に石橋栄達ほか追名(1948)

の教科書(第10版)によってややくわしく述べた呼吸の実

体からも明らかなように空気中のC0･の濃度はわれわ

れの生理に大きな影響を及ぼす.

7.二酸化炭素が生理に及ぼす影響

ところで酸素吸入を必要とする疾患がある場合に

CO･を混入する方が酸素単独よりも好結果をもたらすこ

とがある･高山病における呼吸困難麻酔時における

覚醒と手術後の肺拡張不全の予防COモルヒネシ

アン化合物等の中毒時における興奮性低下等に有効で

通常酸素に対して5～10%のCO･を混ぜる･また炭

酸水の水浴は脈拍および拡張期血圧の減少静脈血の

心臓環流の改善と拍出量の増加皮膚の充血呼吸量の

増加をきたす.ドライアイスは狼瘡血素斑等の皮膚

疾患に腐食剤として使用されることがある.

このような適用カミあるところからCO｡は日本薬局法

第一部に収録されておりその解説書(日本公定書協会�
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写真2

寝.覚の床岩に接する水面のガ'ス泡.

分はCO｡である.

ガスの主成

1961)には薬効の項目中に次のような注目すべき記述

がある｡｢大気中の二酸化炭素量は760mmHgの大気

圧のもとでは0.04%であるがこの含量カミ1.6%に放る

と呼吸量が2倍になり5%に放ると3倍になり10%

では数分間呼吸速迫が続いた後に嘔吐思考カ喪失血

圧上昇また25%含有の空気では一過性の呼吸速迫の後

アシドｰシスのために筋肉のれん縮間代性けいれん

写真3

小川橘北方約200m付近の木曽川左岸近くのガス

徴巨礫の間の水中から盛んにガス泡が湧き上っ

ている｡ガスは口にロｰトを差し込んだビｰル

瓶で水中置換法により容易に採取できる.

こん睡呼吸まひが起る｣

このようた生理的影響は純粋なCO｡だけの影響による

ものではたくその分だけ酸素が減ることによるところ

▽二酸化炭素産地

口1地獄(湯川温泉)

図7

木曽地方の二酸化炭素

産地

地点番号は表1のもの

と同じである.本図

に含まれていない木曽

福島町の福島･塩沢の

2鉱泉については調

査･確認していない.�
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表1木曽地方の二酸化炭素と

付随水

(分析:永日ヨ松三･阿部喜久男)

番万�ユ2�1O�13�9�u�1通■L｣｣｣■⊥｣⊥�玉�2�3�4�5�6�7�8�15

種類.�露頭�露頭�坑井�準露頭��藤嚢嚢�綴煩�露頭�露頭������

所有者���ヲ11.1二繋�大日向瑚治�羽毛田鉄剤�■⊥｣｣■1｣1野規営潴1�牙洲士�岳村�和田智幸はカ�1佐波秀蔵�吉野馨��半場千秋�岳村�森本音吉

所在地�上松町�上松町�上繍朕慈�.1二淡町�ヒ松町�大桑村≡�､!い寸�二岳村猿橋�木曽福島町�木曽福島町�木曽福島町�木曽福島町�王滝村�二岳村釜沼�木曽福島町

�寝覚の床�｣･川橋北�覚械峨一�僅温泉�灰沢温泉�小川,1二流�中!1,j沢�下流右岸�新開一の脊�新開二本木�新開二本木�新開島�濁川温泉�釜沼温泉�湯の沢田湯

ガス(vol.%)���������������

���〰��〰��住��〰��住��住��������住伉��住伉�住伉�〰　

���〰��〰��〰��〰��住��〰��住��〴��住伉��住伉�〰〉�〰　

����㈮���������㈮㌹�����������〉�����

串��㌉㈮�����㌸�㌮��������������〶��〉���

CO呈�88.03�95.50�88.47�90.84�82.53�91.09�92.05�90.62��90.04���89.33�93.84�83.72

CH4�0.22�O.25�0.05�0.17�0.00�0.21�9.⑪昌�O.05��O.02���c.王｡�O,08�0.78

C空H后�O.00n�O.00n�0.000�O.00n�O.OOO�O.OOO�O,⑪⑪O�O.O00��O.000���C,OO⑪�o.o⑪o�O.000

CヨH昔�O.00�O.00�0.000�O.OO�O.OOO�O.OOO�O.O⑪O�0.O00��O.000���0.000�O.000山L�O.OOO

付随水���������������

水温(℃)���11,4��10.5�8.8�18.O�13.4��11.5��10.6�16.5�10.4�7.9

���������〵��〉�〰��㌰���〰��　

成分(mg川���������������

遊離C02���796.6��681.3�586.9�262.O�429.72��503,1���241.1�450.7�146.7

�伻�����㈲��〳��������������������

�������㈷���������������������

Br一���O.13��O.OO�O.OO�O.OO�0.OO��O.00���0,13�0.00�O.13

I■���0.00��O.06�O.10�O,00�O.06��0.00���0.OO�O.00�0.00

S08■���O.OO��0.00�O.OO�290.3�48,35��O.00���548.3�O.00�0.00

么����〉��〉�㈰��〉����㌰��������㌀

�������������㌲���〰���〉���伉㌹�伉��

�������〰�����〉�㌸�����㈮���〉��

�㈫�����㌸�〉��伉��伉��������〰�〉㈲��㌮�

�㈫���������㌉㌶�〉�㈵���伉����㈬���㌀

�㈫������〉������㌰�����������伀

�㈫������〉����〉�〶��住���伉�住��伀

A1害十���2.91��5.29�O.OO�O.00�0.OO��O.OO���0.26�3.25�O.00

全Fe���13.20��34,OO�12.20�10.00�8.OO��14.40���6,70�20.00�tr.

HB02���O.00��O,OO�O.OO�O.63�O.00��O,OO���1婁｡§0�0.00�0.00

�卩〳�������〉����������㌮���������㈮�

T.S.Mナ���257.O��1939�181.O�1434�262,0��1430���≡310婁⊥⊥u⊥⊥■止｣⊥⊥｣�926,o川皿一u川川1…�51.O

ガス重(mコノd)�かなり�多豆�2�微豆�1�0.05�0.22�大重�微量�微量�小豆�〈480×loo�50�O.玉8⊥…■1⊥｣⊥■⊥�27

��������』�������

水量(k1/d)���17�19�4�5�35������50…山山■皿�22�

�上松花開岩�上松花崩岩�上松花南岩�古生層�上松花筒岩�上松花南岩�火山岩層�古石暦�㍗■｣皿1古生層�古生層�古生層�…一■古生層�安山岩�古生橿�古生層

備考�川水中�川本中����かもしか荘�鹿の瀬温泉�川水中水�'放流�放流�放流�放流�潮は休業�50m引湯�川水中

������の源泉で�の源泉で�質は木曽温�������飲用

������3.4㎞引湯�300m引湯�泉のもの�������信1卯の対象

�

も少く次いであろうがともかくもどしたく校ること

そして眠くなることは確かであり著者等は坑口を太い

土管で仕上げられた二酸化炭素井の調査後帰途のジｰ

プで寝こんでしまった経験カミある.

8.二酸化炭素と浦島子伝説

もちろん現在の寝覚の床の二酸化炭素の湧出は上

に述べたような影響を及ぼすほど盛んでは放い(写真2).

しかし何百年か前に盛んに湧出していたことがたいと

はいい切れたい.現に寝覚の床の西北におよそ1.2

kmの木曽川左岸つまり小川橋(図4)の北約150mの

小被覆の記号の前面の河原の漂礫の間の水面にはCO･

を主成分とするガスの気泡が盛んに湧き上っている(写

真3)のが随所に見られるしまた寝覚の床の対岸の坑

井(深度30m孔径65mm)からも少量の同様のガスが

出ている.

図7および表1に示したように木曽地方には私ど

もが直接調べることができたものだけでもこれまでに

触れたものを含めて15もの二酸化炭素の産地が知られ

ている｡寝覚の床との距離および二酸化炭素を主成分と

するガスの出方はさまざまである.寝覚の床の二酸化

炭素はかってもっと盛んに湧出していたかも知れない

しまたそんなことはなかったかも知れない.浦島伝

説とのかかわりについていえぱその近くにどこか軽く

中毒を起す程度の二酸化炭素産地があったとすればこと

足りる.そしてこれはそのまま現在に至っているかも

知れたい.浦島伝説と寝覚の床とのかかわりはこの

地の景観が伝説の地としてふさわしいだけでよい.

9.木曽地方の二酸化炭素産地

すでに触れたものも含めて木曽地方の二酸化炭素産

地は御嶽火山(写真4)体中にあるもの古生層中にあ

るものおよび上松花南岩中にあるものの見掛け上3つ

のグルｰプに分けられる.�
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写真4

信仰の山木曽のr御嶽山｣

調査の翌年昭和54年(1979)有史以来初の噴

火でさらに有名になった.

写真5

鹿の瀬温泉源泉

まん中より少し左よりに左心をもつ輸状の波紋で

ガスの出ているところでわかる.

9.1.御嶽火山体中にあるもの

図7および表1の番号1および同8がこれに入る.

番号1は鹿の瀬温泉の源泉(写真5)で御嶽安山岩類に

接する火山岩層中にあり300mほど引いて加熱利用さ

れている.ガス水比は0,063しかない.ガス付随水

の特徴としてはC1一およびSO.2■が相対的に多いこと

が挙げられ｡1'/Hco畠■およびso.2-/亘｡o｡一はそれぞ

れ0･358および0･630である･番号8は濁川温泉(写

真6～8)で御嵐山の山体の末端に位置している.

このガス付随水も同様の特徴を示しC1■/且C0呂一および

so壬2-/Hco3一はそれぞれ｡.808および｡.553である.

このよう次ガス付随水の特徴からみてこの2産地の二

酸化炭素は明らかに火山性のものである.

御嶽山の黒沢ロコｰスの六合目には大きな中小屋があ

る.ここで本道から分れた湯道を入ったところは中

世から江戸中期に大山権現と湯権現のあったところで

古い常夜灯などの遺跡が残っている.この道を500m

ほど入ったところにある湯川温泉(図8写真9)は泉

温は30.5℃ほどしかないカミ炭酸泉より火山の本体に

近いことを示す硫黄泉で多量の水蒸気(実際には湯気と

写真6濁川温泉

写真7濁川温泉の浴室

母屋とは階段と俗の廊下でつなカミっている.

写真8濁川温泉の浴槽

浴槽は泉源の上に造られたという.

写真下部のまん中あたりからガス泡が湧き上って

いる.�
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名

翼票

ヅ

駿二灘｡鐡二二二灘紅二鰯鉦二賦董輝二:灘

滝上宣.⑪盲3祠

.牟

�

φ突嚢線

寧矯

二∵

嚢1

�

木蔑川雌

園遭1畠巴

5織

し魔二二二鰯鰹､:簸二鰯嚢

φ濠州中実西線

なっている)を伴う｡

い沈殿がみられる.

茉義露

温泉の流れた跡には硫黄華の著し

9.2｡古生層中にあるもの

番号2回3周4回5回6回8および番号

15の7つの二酸化炭素産地は古生層中にある.これ等

の中でガス量の多いのは番号2および同15である.番

号2は三岳高源の景勝地西野川渓谷の猿橋(写真10)下

流およそ2kmの西野川右岸寄りの川水中にありこの

地方における最大の二酸化炭素産地であるカミガスは広

図8

御嶽山と登山道(三岳村観

光協会)

湯川温泉は黒部ロルｰトの六

合半と七合目間の旧道湯道に

ある.

範囲にわたって川水中から出ている(写真11および12)た

めガス量の測定はできない.幸い隣接地に木曽温泉

保養センタｰの源泉があ!)その逸水(写真!3)を採取で

きた.表1のガス付随水の分析はそれによるものであ

る.次いでガス量の多いのは番号15(写真14および15)の

川水中に湧出するものでか校りまとまって湧出してい

写真9濁川温泉

流れの跡には硫黄華の沈殿が著しい.

写真10西野川渓谷

写真中央右手の橋カミ猿橋である･�
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写真11木曽温泉保養センタｰ下の西野川のガス徴(その1)

ガス泡が水面から一面に出ているため水面に縮緬

状の模様ができている.

写真13木曽温泉保養センタｰ源泉の逸水

逸水孔の奥深くパイプを入れて採

水した.

写真14福島町湯の沢田湯(その1)

湯の沢の水面にガス泡湧出の中心を反映した同心円

状の波紋がみられる.

写真12木曽温泉保養センタｰ下の西野川のガス徴(その2)

ガス泡は西野川の主流中からも出ておりそのとく

に顕著なところを中心として同心円状の波紋がた

くさんできている.

るため大体のガス量を測定することができた.ガス

付随水の分析はこの川水について行われたもので相当

希釈されていると思われる.この産ガス地は上松花開

岩よりも木曽駒花開閃緑岩に近いところにある.前者

と同様に後者も後濃飛花商岩類に属する(領家団体研究

グルｰプ1972).

この2つについては番号2の付随水(木曽温泉保養セ

ンタｰ源泉)にC11およびSO･2■が相対的に多くC1一/H

C03■およびS042■/HCO呂1がそれぞれO.140およびO,546

であるほかガスにも付随水にもこれといった特徴はな

い･番号2は御嶽山から濁川温泉とほぼ同じ距離にあ

り古生層から湧出していてもやはり火山性のもので

あろう.

そのほかの5産地の二酸化炭素の湧出量はいずれも微

量ないし少量であるがガス付随水には溶存成分ががた

写真15福島町湯の沢田湯(その2)

このガス泡を伴う水は信仰の対象とされその傍ら

にささやかな桐カミある.桐の入口には柄杓と茶椀

を置く棚が作られている｡�



写真16釜沼温泉の源泉

写真中央の水面に湧出するガス泡による･

緬模様ができている.

細かい縮

一53一

ゆ多いものもある(番号4および8).その特徴はCa2+

が相対的にやや多いことで｡a2+/Hco｡一は前者で0,241

また後者でO.224である.これは後で述べる上松花筒

岩から産出する二酸化炭素の付随水の特徴でもある｡

花陶岩の分布に比較的近いところにあるのは番号8の釜

沼温泉の源泉(写真16)である.

釜沼温泉よりもっと花蘭岩の近くにあるのが古くから

かけはL

知られた検温泉である.検温泉の対岸が木曽八景の1

つr桟の朝霧｣として有名な木曽の桟のあったところであ

る.現在はそのはるか上方の岩壁の中を中央本線の

トンネルが通っており(図9)往時の桟の上を国道カミ走

たいまつ

っている.正保4年(1647)4月通行人が松明を落し

図9

木曽路中部(木曽福島町中平か

ら大桑村野尻まで)

(上松町管内図による)

�〰〴〰ね�
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図10明治9年(1876)当時の棲の絵図.

木曽教育会郷土館委員会(1968)

写真17

寝覚の床の対岸の

水井戸(井上登

氏所有)､

通常はこのように

カバｰですっぽり

被われている.

写真ユ9灰沢温泉におけるガス採取(源泉はこの物置の床下

にある)

たために焼け落ちるまでの桟は絶壁に並行して横に架

せられた桟道であった.その歴史は数々の古歌によっ

て知られるが次の2首だけを拾い出しておこう.

たかなかに冒しもはなたで信濃なる

木曽路のはしのかけたるやなそ

(拾遺集)源頼光

浪と見る雲を分けてぞ漕ぎ渡る

木曽のかけはし底も見乏ねば

(山家集)西行

正保4年の事故後尾州藩では藩の工事として

長さ56間(102m)

巾2丈2尺(3.7m)

高さ7間(13m)

寝覚の応対岸の水井戸に

おける水の採取

2口注射器の使い方には

熟練を要するが2入で

石

井上

写真20かもしか荘源泉(その1)

ビニｰル管を細い木を利用して奥まで突込み二口

注射器を利用してガスおよび付随水(鉱泉水)を

採取した.�



の石垣を築き中央に8間(14.5m)の橋を架けた.寛

保元年(1741)には大改修が行われ中央の橋は僅か9尺

(2.7m)の短いものになってしまった､木曽教育会郷

土館委員会(1968)編著のr木曽｣には明治9年(1876)

当時の桟の絵図(図10)が引用されている.さて当時

の60間にわたる石垣は昭和41年(1966)に完成した国

道19号線の工事のため道路下に中央部カミ保存されてい

るだけになってしまった.

9.3｡上松花闇岩中にあるもの

番号10～14の5つカミこれに属する.これ等のうち番

号10および同12のものについてはすでに述べた.番号

13の坑井(写真17および18)は寝覚の床の面々北の対岸に

あり付随水は長くおいても腐敗しないところから潜

水艦に飲料水として積み込まれたこともあるという.

坑井は井上登氏の所有で深度は30mそして坑径は

65mmである･番号11は灰沢温泉(写真19)で付随水

のHco3一はこの地方でもっとも大きく2,273mg/1もあ

る｡番号14はかもしか荘の源泉(写真20および21)で

約3.4km引湯して加熱利用されている.

先に述べたものも含めて上松花商岩に由来するガス

について注目されるのは天然ガスとしては珍しく

N･と同じ程度のO･カミ含まれているもの(番号ユ0)がある

ことである.室気の組成は表2に示されているとおり

でありN｡とO｡の容量%の割合が3.74:1以上の場合

にはO･をすべて室気混入によるものとしてガス組成

の室気混入補正が行われているカミそれ未満の場合には

その理由を考えなければならない.何と底れば地下

の天然ガス中のO｡は化合によって消滅し易いからであ

る.上松花開岩に由来する天然ガスのN./o｡比は2.62

(番号12)1･OO(番号10)5･14(番号13)3.67(番号

1ユ)および2.64(番号14)であってO｡量の多い番号12

表2大気の平均容量組成

(単位:10一個)

N呵

�

�

��

�

且e

��

�

N里O

�

�

〳

���　

㈰��　

�㌰　

㌰　

�

��

㈮�

ユ

�

��

��

��

〔MAsON(半谷訳)1954〕

写真21

かもしか荘源泉(その2)

風呂桶に溜めた鉱泉水をサイフォンの原理を利

用して3.4k㎜引湯し加熱利用している.風

呂桶は水上置換によるガス採取にも利用できた.

同10および同14とくにN･と容積において同量のO･

を含む番号10(正島鉱泉と呼ばれることもある)については

O｡の起原の説明は困難である.

9.4｡まとめ

以上に述べたことをまとめると次のようになる.す

なわち木曽地方の各地から産出する二酸化炭素を主成分

とする天然ガスはその起原により次のように分類され

る.

i)御嶽山に由来する火山'性のもの

番号7(濁川温泉).

同1(鹿の瀬温泉)

同2(木曽温泉保養センタｰの傍ら)

これ等に共通する特徴は付随水にC1■およびSO.2一

が比較的多いことである.ただし番号2は御嶽山体

内から卓接出ているわけではなく古生層から出てい

る.

��

�

戩

御嶽山との直接的な関係が明らかでないもの

古生層から出ているもの

番号9(検温泉)

同2(木曽温泉傍ら)

同3(未使用)

同4(同上)

同5(同上)

同6(同上)

同8(釜沼温泉)

上松花開岩から出ているもの

番号12(寝覚の床)

同10�
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図11近畿･四国両地方の領家帯および三波川帯における二酸化炭素産地(鶴印)の分布

表3大阪府河内長野市天見鉱泉の天然ガスと付随水(分析:永田松三)

所属�天見尿酸�天見尿酸�天見尿酸�天見尿酸�天見尿酸�天見尿酸�二和�二和�二和

坑井�集合弁�W�Y�M�D�Z�12�8+16�8

ガス(VOl.%)���������

������住��伉������住�

He�O.057�O.O04�O.005����O.O03�O.OO皿�

���〉��������㌉�㌱�

串����㌹����������

C0室�94.73�94,09�93.87����95.64�97.11�

�����������㈮����

ρ･H･�O,040�O.013�O.O08����O.O02�O.O02�

CヨH呂�O.015�O.O03�O.O04����O.O02�O.O02�

���漉�估��住渉�住渉���住��住�

皿一C4H1o�O.OOn�O.000�O.OOO����O.000�O.OOO�

付随水���������

���㌵��������������

水温(℃)��20.7�21.8�22.O�21.O�19.O�22.1��19.2

成分(㎜g/1)���������

���������㌰�����

HCO王��2650�3330�2590�1860�4650���2680

C1■��4530�14760�3800�760�4350���4000

��������㈮伉��伉���

I■��O.33�O.68�O.32��0.28���O.21

S08■��O.OO�O.00�O.OO�O.OO�0.OO���O.OO

������伉㈮�㈮��伉���

����〉�〰��〉�〉㌵〰���　

������������

Mg望十��230�655�180�56�230���220

�㈫�㌸〉�〰���㈰�����

卲㈫��伉�����������

全Fe��1.5�1.6�1.4�O.OO�0.1���O.1

������〉�〉㌷�����

C田里十/Mg2+��165�153�200�393�170���220

水里(k1/d)��158�87�648�274����

備考�リフト�リフト�リフト�リフト�リフト�リフト�リフト�リフト�リフト

回13(坑井)

同1!(灰沢温泉)

同14(かもしか荘)

このグルｰプについてはb)に入

るもののガスに説明困難ただけの

O｡が含まれているものカミ合まれて

いること以外とくに指摘すべきこ

とはない.また上松花開岩とか

木曽駒花陶閃緑岩といった特定の火

成岩体と結びつけることも困難なよ

うでありむしろ西南目本内帯の領

家帯というよう住地体構造上の単元

に結びつけて考えた方がよさそうで

ある.このことをさらに明らかに

するため近畿以西の領家帯の二酸

化炭素について調べてみよう.

10.近畿･四国の領家帯お

よび三波川帯の二酸化

炭素産地

近畿･四国両地方の領家帯および

中央構造線を挾んでこれと対時する�
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三波川帯の二酸化炭素産地を示したのが図11である.

御嶽山と直接関係カミありそうたものを除くと木曽地方

の二酸化炭素は地質学的には六甲山地淡路島お

よび愛媛県西条市のものに近い.残念在がら私ども

が実際に調査し資料をもっているのは大阪府河内長野

市天見鉱泉のものでこれは先渡飛花嗣岩類から湧出し

ている.福田(1974)がかつて本誌上で紹介したように

天見鉱泉は2社で企業化されているほどの生産量を誇っ

ている･本鉱泉の代表的な天然ガスの組成および付

随水の化学的性質をまとめて示したのが表3である.

本鉱泉の天然ガスはCO｡の純度が高く(CO､>94v.1､%)

かつ少量のCH4のほかに微量ではあるがC畠またはC4ま

での重炭化水素を含むという木曽地方のものには見ら

れない特徴をもっている.またガス付随水の特徴と

してはSO･21をまったく含んでいないにも拘らずC1一

およびHB0･が多いことと｡a2+/Mg2+カミ1例を除く

と1.53校いし2.00でかなり安定していること等が挙げ

られる.中でも注目されるのはHBO｡であるが二酸

化炭素の付随水でHBO･に富むものとしては次のよう

なものが知られている.

�co･(mg/1)�HB0･(mg/1)

浄法寺鉱泉(岩手)�1,408�2,838

実沢鉱泉(宮城)�1,516�1,382

磯部鉱泉(激馬)�1,022�416.2

〃�1,532�79.2

琵琶の窪鉱泉(群馬)�1,026�322.6

西牧鉱泉(群馬)�1,100�473.4

浄法寺鉱泉(群馬)�1,025�391.8

(野口･中村1957)

しかし以上の中に花南岩類から湧出しているものは

1つもない｡これ等に対して後濃飛花開岩類とのか

かわりが想定される兵庫県有馬鉱･温泉灘中の炭酸泉に

は木曽地方のものと同様にHB0｡に富むものはない.

湯原･海野(1969)によれば温泉中のHBO｡は火山性

の証拠の1つといわれていた.しかし上に列挙した

HBO｡に富む鉱泉はすべて冷泉である.現在の火山と

は直接的なかかわりのない領家帯の二酸化炭素カミその

付随水す在わち炭酸泉がHBO･に富むものとそれを

ほとんど含ま狂いものとに大別され前者が先渡飛花筒

岩類とそして後者が濃飛花開岩類とかかわりをもっと

割り切れるならばそれなりにCO｡の起原の問題を考え

ることができそうであるカミ私どもは前者の例としては

天見鉱泉また後者の例としては木曽地方のものしか知

らない.つまりこの問題を考えたくても資料があま

りにも不足しているのが現状である.

図11に見られるように新しい火山と無関係な二酸化

炭素産地は西南目本外帯最内側の三波川帯にもあるが

その数は領家帯のそれよりもはるかに少ない.

11･領家帯の二酸化炭素の起源と地体構造

以上に述べたように和泉層灘花筒岩類古生層

および変成岩類からたる領家帯からは各地において新

しい火山とは無関係に二酸化炭素を主成分とする天然ガ

スが湧出していることが知られている.しかも三波

川帯にも僅かではあるが同様のガスの産地がある.現

在近畿地方の内帯から外帯を横断する地殻断面として

は一般に図12のような構成に狂っているとされている

が本図からは上に述べたような二酸化炭素の産出の理

由についての解答は何1つ浮んでこない･最近地震

予知に関連して地質学もかなり動的になったがこと

このような火山とは直接的た関係をもたない地下からの

ガスの湧出についてはまだまだまったく無力である.

それよりこれまで多くの地質学者が寝覚の床を訪れて

いるにも拘らずIガスについて触れた文献が見当らない

ことには意外であったというほか狂い.

領家帯の二酸化炭素は隣接する三波川帯のものとと

もに考え在ければ狂らないことはもちろんであるカミ領

家花崩岩類以外にも二酸化炭素の産出が見られる花開岩

類は決して少なくない.また火山との直接的荏関係

を求め難い二酸化炭素産地の分布もわが日本列島の各

地から知られている.これ等を探すよい手掛りになる

のは炭酸泉の分布である.このような二酸化炭素の調

査･研究についてはまだまだ情報収集の段階にある.

読者各位の御協力を切にお願いする次第である.なお

炭酸泉の分布と地体構造との関係については湯原･瀬

野(1964)が深い関心をもっていることがその著書から

うかがえる.

12.まとめ

浦島伝説はどう考えても海辺の住民の物語である.

その結末が山奥の木曽でつけられているのにはそれな

りの理由がたければならたい.著者等は私ども自身

の二酸化炭素中毒(酸欠と区別し難い面もある)の経験と

木曽地方における天然ガス調査の結果からこれカミニ酸

化炭素の産出と無関係ではなさそうだと思うに至った

次第である.これ以上のことは門外漢の私どもにはど

うにもならない.国文学や民族学の御専門の諸先生方

にご検討いただければ幸せである.�
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題鰯一…古期深成岩一変成岩類匝同一一一…モホ不遵続面(推定)

昭一一一■基盤岩類および下部地殻

MTL…一中央構造線

8TL“一'仏像構造線

図!2丹後半島一湖の岬間の地質構造概念図(W,G.forT.ofC-ZoneofJUMP1973)

浦島伝説とのかかわりはともかく領家帯に二酸化炭

素の産出が各地でみられるのはそれなりに地質学的に

大きな問題があることは間違いない､とくに花筒岩類

と見掛け上関係が深そうな大きな原因の1つは花開岩

類に節理ができ易いことにあるであろう.しかしこ

れはガスの通路とのかかわりであって本質的な解答に

は匁るまい.現在私どもか残念に思っているのはA

(アルゴン)の分析をしなかったことである.しかし

今後二酸化炭素を深く研究する機会にはなかなか恵まれ

そうもないので本誌を借りて問題提起のための筆を

とった次第である一二酸化炭素は燃えかすとして片づ

けられがちであるが実は相当利用価値の高い物質でも

ある｡また最近ではその起原を地下深部のメタンに

求める考え方(G0LD&S0TER1980)もある.そし

てメタンは太陽系内にかなりある物質の1つであり

天王星や海王星のマントルや巷星の核の構成物質の1

つと考えられている｡このように二酸化炭素はメタ

ンを媒介として地球深部や太陽系とも深いかかわりを

もっているのかも知れない.それにしては二酸化炭

素に関するわれわれの地質学的･地球化学的知識はい

かにも乏しい.

欄筆に当り研究の端緒を与えて下さった長野県調

査･研究にご協力下さった地元地方自治体千曲興業

みつわ

(株)天見炭酸ガス(株)(株)三和の各社および寝覚

の床の対岸の坑井の所有者井上登氏に心から感謝

の意を表する.
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